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ウィルコムＣＳＶコンバージョンツール機能説明 
 
ＡＳ４００上で作成された物理ファイルをＣＳＶ（Comma Separated Value）形式に変換し、
指定されたアドレスに添付ファイルとして送信するツールです。受信側は、添付ファイルをクリ
ックするだけでエクセルを起動させることができます。 
 
１． ファイル選択画面 
 

 
コマンドラインから、GO W を実行して WilComm のメインメニューを表示させます。 
コマンドラインから、ＳＮＤＣＳＶＦと入力し、実行キーを押します。ＣＳＶに変換したいファ
イル名を入力し実行キーを押します。（ここで指定されたファイルが３メガ以上の場合にはエラ
ーとなります。上限サイズはデータエリアによって変更可） 
 
コマンドへパラメーターを渡すことにより、バッチプログラムへの組み込みも可能です。 
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２．送信先の選択画面 

 
送信先を画面より選択し（複数指定可）、Ｆ１０＝送信を押します。 

 
送信先は、あらかじめWilCommのサブスクライバーに登録が必要です。 

WilCommメインメニューのオプション“４”ディレクトリーメンテナンスで 

サブスクライバーの登録を行なって下さい。 
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３．メッセージ入力画面 

 
メール本文に貼り付けるメッセージを入力します。（メール本文にはここで入力したメッセージ
とＤＳＰＦＦＤの内容が貼り付けられます。）Ｆ１０＝送信を押します。 
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４．受信結果 

 

 
入力したメッセージと、ＤＳＰＦＦＤの内容がメールの本文に貼り付けられます。（ウィルコム
の設定により、同じ内容を添付ファイルとすることも可能です） 
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５．エクセルにてデータ確認 

 

 
添付ファイルをダブルクリックするとエクセルが起動します。 
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ＰＣ側の設定 
 
ＣＳＶコンバージョンツールを稼動させるには、ＰＣ側に対応するディストリービューションウ

ィザードを設定する必要があります。ＣＳＶコンバージョンツールを経由してきたデータの場合、

スペシフィックコードＷＭが使用されます。ディストリビューションウィザードの属性条件設定

の画面にてスペシフィックコードＷＭを指定し、サービスはメールを選択します。 

 

 

バッチ処理でＣＳＶ送信を行なう方法（１） 
 
プログラムWILPLEXCSV/CSV002Cを CALLするプログラムを作成します。 

メールメッセージを添付する場合は、WILPLEXCSV/W#MSGにメンバーを 

作成し、メッセージを入力します。 

CSV002Cへ受け渡すパラメータは、以下の通りです。 

１．物理ファイル名（10桁） 

２．ライブラリー名（10桁） 

３．サブスクライバー名（30桁） 

４．W#MSGのメンバー名（10桁） 

５．プレフィックス（3桁） ＣＳＶファイル名の先頭３文字 

６．拡張子（3桁）  ＣＳＶファイルの拡張子 

※メッセージを添付しない場合は、’DEFAULT’を指定して下さい。 

 
実行する環境では、ライブラリーリストに、WILPLEX、WILPLEXDが必要です。 
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バッチ処理でＣＳＶ送信を行なう方法（２） 
WilCommの Ver.7.15以降をご使用の場合、新規に以下のコマンドを使用することが可能です。 

Ver.7.11以前のバージョンをご使用の場合には使用できません 

バッチのみではなく、オンラインから実効する事が可能です。 

実行する環境では、ライブラリーリストに、WILPLEX、WILPLEXDが必要です。 
 
[拡張機能] 
１．CSVファイルの１行目に、フィールドテキストを挿入可能です。 
２．メール本文に記載していたフィールド一覧を除去可能です。 
３．メール送信の際使用する件名を自由に指定可能です。(MAX:25桁) 
４．メールアドレスを直接指定可能です。 
  (サブスクライバーの事前登録が不要となります。) 
５．添付する CSVファイル名として任意の名前を使用可能です。 
  任意の名前を使用した場合、再送信の結果が保証されなくなる等 
  いくつかの制限事項があります。 
６．ファイルのメンバーを指定可能です。 
 
拡張機能を利用するためには、SNDCSVコマンドを使用します。 
SNDCSVのパラメータは以下の通りです。 
ファイル名   ：10A（必須） 
ライブラリー名 ：10A（必須） 
メンバー名   ：10A（デフォルト値：*FIRST） 
サブスクライバー：30A（メールアドレスが指定されていれば不要） 
メールアドレス ：75A（サブスクライバーが指定されていれば不要） 
件名      ：25  (日本語入力可) 
メッセージ   ：10A (メール本文：ソースファイルW#MSGのメンバー名) 
プレフィックス ： 3A (添付ファイル名の頭 3桁：省略可能） 
ファイル拡張子 ： 3A (任意の 3文字、ブランク指定可能) 
添付ファイル名 ： 8A (添付する CSVファイルの名前：省略可能) 
フィールド名挿入： 4A (ＣＳＶ１行目にフィールドテキストを挿入するか否か) 
フィールド一覧 ： 4A (メール本文にフィールド一覧を記入するか否か) 

 
通常プレフィックスか添付ファイル名のいずれかを指定します。両方のパラメータを指定した 

場合、プレフィックスが採用され、添付ファイル名は無効となります。 

プレフィックスに”AAA”を指定した場合、CSV ファイルの名前は、AAA00001.CSV のように、

プレフィックス＋連番＋拡張子となります。 

添付ファイル名を指定した場合には、任意の名前を CSVファイルに付ける事が可能ですが、 

WilCommのメッセージリストからの再送信について結果を保証することはできなくなります。 

ファイル拡張子は、プレフィックス、添付ファイル名いずれを指定した場合にも有効で、 

拡張子を付けたくない場合には、ブランクを指定することも可能です。 
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留意点 
送信者のユーザープロファイルがＡＳ４００上のディレクトリーに登録されていることが前提

となります。（ＷＲＫＤＩＲＥコマンドで確認／登録を行って下さい。） 

WilComm AS/400のメニューから 60.アプリケーション・コントロール・メニューを実行 

アプリケーション・コントロール・メニューの 12.ユーザー・プロファイル・メンテナンスで 

登録されているユーザーのみ CSVオプションを使用することかできます。 
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